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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ハエからヒトまで高度に保存された免疫グロブリンスーパーファミリーに属するROBOファミリーに属する。コードされるタンパク質は、slitホモログ2タンパク質の膜貫通受容体であり、軸索誘導および細胞移動に機能する。この遺伝子の変異は、膀胱から尿管または腎臓への尿の逆流を特徴とする膀胱尿管逆流症と関連している。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じる。[RefSeq提供、2014年2月]疾患：ROBO2に関連する染色体異常は、尿管膀胱接合部欠損を伴う重度の両側性膀胱尿管逆流症（VUR）など、複数の先天異常の原因となる。PCDH11Yとの転座t(Y;3)(p11;p12)。この転座はROBO2を破壊し、in vitroでSLIT-ROBOシグナル伝達を無効にする優性負性ROBO2タンパク質を生成します。,疾患：ROBO2の欠陥は、膀胱尿管逆流症2型（VUR2）[MIM:610878]の原因です。VURは、膀胱から尿管への尿の逆流を特徴とする複雑で遺伝的に異質な発達障害であり、逆流性腎症を伴い、小児および若年成人の末期腎疾患の15％の原因となっています。,機能：SLIT2、およびおそらくSLIT1の受容体であり、神経管の腹側正中線での軸索ナビゲーションやニューロン発達中の異なる領域への軸索投射など、細胞移動における分子ガイダンスキューとして機能すると考えられています。,類似性：免疫グロブリンスーパーファミリーに属します。 ROBOファミリー。,類似性:3つのフィブロネクチンIII型ドメインを含む。,類似性:5つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,サブユニット:SLIT2と相互作用する。,
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	ROBO2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

